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■□■ショートコメント■□■ 

◆シネ・ヌーヴォで２０１９年１２月２１日～２０２０年１月１０日まで特集された、ア

ラン・ロブ＝グリエのレトロスペクティブで、『不滅の女』（63年）を鑑賞。そのチラシの

見出しは次のとおりだ。 

 

 

◆また、解説には次のとおり書かれている。 

 

不滅の女 

1963年／フランス、イタリア、トルコ映画 

配給：ザジフィルムズ／101分 

2020（令和2）年1月2日鑑賞 シネ・ヌーヴォ 

 

★★★★ 
監督：アラン・ロブ＝グリエ 

出演：フランソワーズ・ブリオン／

ジャック・ドニオル＝ヴァル

クローズ／カトリーヌ・ロブ

＝グリエ 
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◆さらにチラシには、蓮實重彦氏の次の文章がある。 

 

 ネットを調べてわかったことだが、それは、映画評論家である蓮實氏が『去年マリエン

バードで／不滅の女』（天沢退二郎、蓮實重彦訳、筑摩書房、１９６９年）の翻訳者である

ため、『不滅の女』をはじめとするアラン・ロブ＝グリエ作品に詳しいためだ。 

 

◆今回上映されるアラン・ロブ＝グリエ作品は６本だが、日本での劇場初公開となる『不

滅の女』について、チラシでは次のとおり解説されている。 

 

私は美女が大好き！そして、本作が私を「めくるめくエロティシズムの陶酔」へ誘ってく

れるならそんな幸せなことはない。そんな期待で劇場へ赴いたが・・・。 
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◆本作冒頭に登場してくるのは、１人は鎧戸から部屋の外をのぞき見する男（Ｎ）（ジャッ

ク・ドニオル＝ヴァルクローズ）。もう１人はモデルのように横たわっている美女（Ｌ）（フ

ランソワーズ・ブリオン）。そして、ストーリーらしきストーリーとしては、トルコの首都

イスタンブールにやってきた男（Ｎ）が、白い車を乗り回している謎の美女（Ｌ）の車に

乗り込むところからスタートする。 

 近時の邦画とは全く違う雰囲気であるのは一目でわかるし、一見ヒッチコック風の展開

かとも思ったが、イヤイヤ、それとも全く違う展開。というより、以降私にはサッパリわ

からない展開に・・・。 

 

◆本作を劇映画と考えず、ファッションショーの舞台と考えれば、美女（Ｌ）のドレスア

ップした美しさ、裸足で海辺を歩く美しさ、そして下着をほどよく（ギリギリまで？）見

せた悩ましい美しさ、等々が実にキマっている。彼女がどこでどんな風にドレスをとっか

えひっかえしているのかはわからないが、とにかくそのファッションがすばらしいうえ、

Ｌの歩き方も超一流のファッションモデル風だから実にキマっている。 

 こんな女なら、外国から一人でやってきた男（Ｎ）が一目惚れするのは当然だが、トル

コは男尊女卑の国。すると、ひょっとして彼女には監視の男がついているのかも？そんな

風に思わざるを得ないのは、いつもＬの側には獰猛な二匹の犬を連れたサングラスの怪し

げな男（Ｍ）がついているからだ。そう思ってストーリーを追いかけようとすると、また

またサッパリ・・・。 

 

◆『アラビアのロレンス』（62年）では、冒頭に見せたバイクに乗ったロレンスの暴走と、

それによるロレンスの死亡が、悲劇の英雄ロレンスを象徴していた。しかして、本作中盤

には、助手席にＮを乗せて町から逃れるように疾走するＬの車が、突然目の前に現われた

犬のために、Ｌの死亡という悲惨な結果に至る事故のシークエンスが登場する。しかし、

これは『アラビアのロレンス』のような現実？それとも、Ｎが見ている夢？ 

 そこらが全くわからないまま、後半からクライマックスにかけては、幸いにも右腕のケ

ガだけで済んだＮがあの事故車が販売されているのを発見し、迷った挙句購入するストー

リーになっていく。すると、予測されるその後の展開は・・・？ 

 

◆本作のタイトルが『不滅の女』とされたのはなぜ？また、アラン・ロブ＝グリエ監督は

なぜ長編デビュー作としてこんな映画を作ったの？本作に賛否両論が分れるのは当然だが、

私は圧倒的な美女の存在感を際立たせていることに拍手。もっとも、「めくるめくエロティ

シズムの陶酔へ」とまでは至らなかったが・・・。 

 

２０２０（令和２）年１月７日記 


